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水処理技術と品質



水に恵まれた国、日本に住む私たちにとって、水はどこにでもあるもの、清潔なものと無意識に

使いがちです。近年公書問題に端を発して、水質に多くの関心が寄せられている今日。水道水や

井戸水が基準をクリアしているかと言つて、安心してはしヽられない時代になつてしヽます。

水には、「軟水」と 「硬水」とがあり、私たちが毎日使用してしヽる水道水や井戸水には、硬水と呼

ばれる硬度成分「カルシウム、マグネシウム」を多く含んでいます。

硬度成分は生活にさまざまな障害を電1き起こします。特に石鹸の成分である、8旨肪酸ナトリウム

は硬水に含まれる硬度成分 (カルシウム、マグネシウム)や 鉄、鋼、亜鉛、マンガン等の金属イ

オンと結びつき、金属石鹸を生成します。金属石鹸は浴槽面やタイルに湯あかとして付着します。

手を洗うと肌につつぱり感が残りますが、これは皮膚の表面に金属石鹸の皮膜が形成されるから

で、肌荒れの原困のひとつとされてしヽます。

軟水はこの金属石鹸がな<な る為、硬水に比ベセッケンの使用墨を減らすことが出来ます。また

合成洗剤には軟水効果を得る為に、硬水軟化剤というイ協学物質が含まれており、これが昨今、報

道等されている環境ホルモンの一部とされてしヽます。セッケンの使用曇を滅らせ、硬水軟化剤を

必要としない軟水は、環境にやさしい水と言えます。

ボク達も歌水家族

間は全く硬度威劣の無い軟水ですが、地中に染み込んで行きながら

さまざまな成角 (硬度、金属イオン等)が溶け込み硬水に変イ協して

いきます。地中の成分は各地方により違いますので、E3本全国いる

いろな水が生まれます。
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硬水を使用すると、硬度成分と石鹸が

結合して金属石鹸が出来ます。これが

肌荒れの原因で、おイじ粧のノリが悪く

なつたり、度層の老化を甲めます。

軟水を使用すると、金属石鹸が出来な
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雨水は、土壌や地層を通過する際、硬度成角が

溶け込み『硬氷』となります。地下水に硝酸性
窒素が溶け込むケースもあります。硝酸性窒素
除去装置付もありますので、ご相談下さい。

※亜5港酸性窒素除云装置付 PSM―適一Sシリーズ
PSM中国―Wシ リーズ

官窯グ持
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硬水を使用すると、硬度成分と石鹸が結合じて
金属石鹸が魅来ま軌 これが食器の洗浄ムラの
原因です。軟水を使用すると、金属石鹸が出来

ないので、洗浄ムラが出来にくく、手もすべす
谷! また、食器洗浄機用に軟水は、最適で軌

や串甲1露器
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注 慧 事 項

ご使用前に取扱説明書を良くお読みの上、正しくお使い下さい。

異常があればご使用を中止し、販売店にご小目談下さしヽ。

硝酸性窒素除去装置をご使用される場合は、処理水の塩素イオン濃度

が上がりますので、ご使用に当たっては販売店にご相談下さい。

⑬ 輸す る り は り 護
東京塵業所 1610031東 京都新宿区西落含 3-1-12

1山台営業所 984-0013 1出台市君林酌丁の目南町112ハイツえリーと,03

名古屋営業所 463-0839名 古屋市中栂区長歳町 5ネ8

大阪営業所 532-0044 剤赫淀"区困中島子103新大阪笹脇働レIF

広島営業所 7340024広 島市南区住保新研イー14第33-ボ浜本

福閣営業所 8150082福 館市南区大綿1-14-30大野どル102

URL httpi//www.maruyam6-mf9,coⅢ p/

03-3950-5131(代 )

022-288-1604(代 )

052-412-7717(代 )

06-6401-3661(代 )

082-285-0156(代 )

092-524-3093(代 )

※ 本製品の仕様及び外観を、改良の為に変更させて頂<事 があります。

ピュフソフナーは、丸山製作所の登録商標です。 2004651000
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